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図3:m/msat-1/3(a)と1/2(b)のプラトー状態におけるスピン構造｡白いボンドがシン
グレットダイマー,黒がトリプレットダイマーを表す｡
になる｡プラトー相が無くなる臨界磁場は､ちょうど超流動成分が生ずる値に一致する｡以
下､この相転移の振舞いを2次相転移に限って議論する｡この転移は通常の相互作用するボ
ゾン系の有効ハミルトニアンの低密度極限で良く記述されると思われる｡そのため動的臨界
指数はZ-2となり､磁化が臨界点から線形lH-Hclで､立ち上がることがわかる｡(ただ
し､純粋2次元では､logの補正がつく｡)この振舞は1次元の時と大きく異なる点である｡
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